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広島県労働組合総連合 

▲2025春闘に向けて団結してガンバロ―  

広島県労連第71回評議員会 

大幅賃上げ・底上げを 物価高騰から 
生活を守れ！ 
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▲20人が集まり、リレートークでアピールしました  

25春闘 

▲挨拶する神部議長  



広島県労連 (2) 

 年金者組合広島県

本部は年金支給日の

２月14日に県内各地

で宣伝署名行動を行いました。本通りの行

動には、23名が参加し、バレンタインデー

にちなんで、ティッシュに年金ビラとチョ

コレートを入れて配布。４人の発言者が「実

質年金引き下げで、国民年金の方の生活が

大変な状況になっている。年金積立金、軍

事費削減など、予

算の使い方で国民

生活は改善できる。

頑張りましょう」と

訴えました。 

年金者 

署名宣伝行動 
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▲参加者全員で「ジェンダー平等実現、頑張ろう」  

▲オンラインでもアピール  
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▲パワーポイントで説明する市田さん 

第68回 働く女性の広島県集会 

 地区労会議は２月７日、『日本被団協ノーベ

ル平和賞受賞と被爆80年』をテーマに、高橋

信雄県原水協代表理事を講師に招いて春闘学

習会を開催。高橋さんは原爆の構造や威力とと

もに、被団協のノーベル平和賞受賞が人類の危

機に大きな警鐘を鳴らすものであることを強調

されました。参加者からは、「穏やかな口調の

裏側に核兵器廃絶への熱意が伝わってきまし

た」「被爆80年の特別な意味が分かった」など

の感想が寄せられまし

た。今冬最大の寒波に

見舞われた夜でした

が、25人の参加者で成

功裏に終わりました。 

福山地区労会議 

2025春闘学習会開催 
 ２月23日、第30回定期大会を、尾

道しまなみ交流館で開催しました。

川井雄二議長は「物価の高騰と実質

賃金の下落により、労働者の生活苦

が深刻です。賃上げ要求が強まり、

ストライキでたたかう労働組合への

期待が強まり、労働組合に入って交

渉したいとの声が 労働相談に寄

せられています。」とあいさつの中

で述べられました。尾三地域労連は

組織的には少数ですが、尾三地域の

住民の命とくらしを守り、憲法擁護

の民主的な社会を作るうえで決定

的に必要組織です。これからも頑張

ろうと決議しました。 

尾三定期大会 

 防衛省が日本製

鉄呉跡地を一括購

入して多機能な複合

防衛拠点にするとの

方針を発表したのが

昨年３月４日。防衛

省は今年３月末にも

ゾーニング最終案を出そうとしています。昨年

末には、広島県と呉市は日鉄跡地利活用にかか

る検討結果を公表。エネルギー産業やデジタル

産業、造船産業の３分野を候補として、経済波

及効果がそれぞれ６兆3000億円から２兆

2000億円になるという試算が出ています。跡

地を「防衛拠点ではなく、平和産業へ」の世論

と運動を広げていくことが求められています。 

日本製鉄呉跡地を考える 
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▲日本共産党国会議員団
による防衛省との交渉

（２／２０）  


